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 定 例 会 資 料 ： 報 告 ( 2 )　
 令 和 ７ 年 １ ０ 月 ２ ３ 日　
 学 校 教 育 課　

 
 学びの多様化学校設置検討委員会の開催状況等について

 
　令和７年１０月８日（水）に開催した第１回秋田市学びの多様化学校設置検討委員
会では、教育委員会事務局から、学校概要や特色ある教育活動、視察報告等について

 説明を行った。
 　また、委員からは、ニーズ調査の内容や設置場所等について助言があった。

 
 １　学びの多様化学校について（事務局からの説明）

 　(1) 設置について
 　　・本市における不登校児童生徒の状況およびその支援

 　　・学びの多様化学校の全国の設置状況
 

 　(2) 特別な教育課程、特色ある教育活動について
 　　・スクールビジョン「自分らしく学ぶ」

 　　・スクールビジョンを達成するための３つのポイント
 　　・学び直しの時間や、新設の教科の概要

 
 　(3) 学校について

 　　・学校規模、職員構成、校舎等
 

 　(4) 視察報告（上山市立西郷小・中学校、八王子市立高尾山学園）について
 　　・廃校舎の利活用の状況や、特色ある教育活動の実際

 　　・教育支援センターとの連携や、入学の要件
 

 ２　開校に向けた検討事項について（委員からの主な意見）
 　(1) 特別な教育課程、特色ある教育活動について

・新設の教科の内容については、秋田らしさにあふれる選択肢の他にも、自動車
やプログラミングに関することなど、子どもが興味を持ちそうな題材について

 も取り入れてほしい。
、 。・一人ひとりの進路実現に向けて 学習支援の充実が図られるようにしてほしい

 ・ポジティブで、良いイメージが持てる校名にしてほしい。
・学びの多様化学校においても、集団で学ぶ場として、一定のルールは必要だと

 思う。
・スクールカウンセラーの配置時数を増やしたり、支援にあたる教員の増員を県
に働きかけたりするなど、一人ひとりの状況に応じた支援の充実を図ってほし

 い。
 　　

 　(2) ニーズ調査について
・調査を実施するにあたり 「学びの多様化学校」のイメージが持てる資料があ、

 ると良い。
 ・子どもを対象とした調査票に 今 不安に思っていること を入れてほしい、「 、 」 。

 
 　(3) 設置場所について

・交通の便や立地の条件等を考慮すると、下北手小学校が良いと思う。
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 第１回秋田市学びの多様化学校設置検討委員会
 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：令和７年１０月８日（水）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後６時から

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場：秋田市役所　５－Ａ会議室
 

 次　第
 

 １　開会
 

 ２　委嘱状交付
 

 ３　教育長あいさつ
 

 ４　委員および教育委員会事務局職員紹介
 

 ５　委員長選出
 

 ６　委員長あいさつ
 

 ７　議題

 　（１）学びの多様化学校について（説明）

 　　　①設置について

 　　　②学校について

 　　　③特別な教育課程、特色ある教育活動

 　　　④視察報告（上山市立西郷小・中学校、八王子市立高尾山学園）
 

 　（２）開校に向けた検討事項について（協議）

 　　　①特別な教育課程、特色ある教育活動

 　　　②ニーズ調査

 　　　③設置場所

 　　　④その他
 

 ８　その他
 

 ９　閉会
 

  第２回秋田市学びの多様化学校設置検討委員会

 　　 　開催期日　令和８年１月 
 　　　 協議内容　１　ニーズ調査の結果について 

 　　　　　　 　２　教育課程について　   
　　　　　　　　３　入学の要件等について 

- 2 -



 
 秋田市学びの多様化学校設置検討委員会　委員名簿

 
 ○委　員

氏　名 役　職　名

嶋　崎　公　人 秋田公立美術大学美術教育センター特任教授　

北　島　正　人 秋田大学教育文化学部教授

渡　部　泰　弘 秋田県立医療療育センター小児科医師

大　嶋　隆　夫 秋田県教育庁義務教育課指導チームリーダー

木　谷　光　男 秋田市小学校長会会長

大　山　　　裕 秋田市中学校長会会長

根　田　達　也 秋田市ＰＴＡ連合会会長

濱　田　　　拓 臨床心理士、すくうる・みらい専門相談員

 （敬称略）　
 ○事務局（秋田市教育委員会内）

氏　名 役　職　名

佐　藤　孝　哉 教育長

小　林　　　丞 教育次長

鈴　木　公　平 教育次長

佐　藤　洋　平 総務課長

中　安　浩　二 学事課長

畠　山　勇　人 学校教育課長

山　尾　壮　一 学校教育課教職員室長

武　石　林太郎 学校教育課長補佐

花　田　　　守 学校教育課副参事（指導主事）

横　山　靖　子 学校教育課副参事（指導主事）

長谷川　拓　郎 学校教育課副参事（指導主事） 

伊　藤　智　泰 学校教育課副参事（指導主事） 
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 秋田市学びの多様化学校設置検討委員会設置要綱

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年９月５日　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教 育 長 決 裁　　

 

　（設置） 

第１条　小・中学校に在籍する不登校児童生徒の学びの場を確保するため

の学びの多様化学校（不登校児童生徒を対象とする特別の教育課程を編

成して教育を実施する学校をいう。以下同じ。）の設置について検討す

るため、秋田市学びの多様化学校設置検討委員会（以下「検討委員会」

という。）を設置する。 

　（所掌事務） 

第２条　検討委員会は、次に掲げる事項について協議および提言を行う。 

　(1) 学びの多様化学校の設置に関すること。 

　(2) 学びの多様化学校に係るニーズ調査に関すること。 

　(3) 学びの多様化学校における特別の教育課程に関すること。 

　(4) 学びの多様化学校における特色ある教育活動に関すること。 

　(5) 前各号に掲げるもののほか、学びの多様化学校に関し必要な事項 

　（組織） 

第３条　検討委員会は、委員８人以内で組織する。 

２　委員は、次に掲げる者のうちから、秋田市教育委員会が委嘱する。 

　(1) 学識経験者 

　(2) 医師 

　(3) 関係行政機関 

　(4) 関係教育機関 

　(5) その他教育関係者 

　（任期） 

第４条　委員の任期は、前条第２項の規定による委嘱の日からその日の属

する年度の末日までとする。 

　（委員長および副委員長） 
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第５条　検討委員会に、委員長および副委員長を置く。 

２　委員長および副委員長は、委員の互選により定める。 

３　委員長は、検討委員会を代表し、会務を総理する。 

４　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は欠けた

ときは、その職務を代理する。 

　（会議） 

第６条　検討委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。 

２　検討委員会の会議は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くこ

とができない。 

　（庶務） 

第７条　検討委員会の庶務は、教育委員会学校教育課において処理する。 

　（委任） 

第８条　この要綱に定めるもののほか、検討委員会の運営に関し必要な事

項は、別に定める。 

 

　　　附　則 

　（施行期日等） 

１　この要綱は、令和７年９月５日から施行する。 

２　この要綱は、令和８年３月31日限り、その効力を失う。 

　（検討委員会の招集） 

３　この要綱の施行後最初に開催される検討委員会の招集は、第６条第１

項の規定にかかわらず、教育長が行う。 
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 資料（１）①
 

 学びの多様化学校の設置について
 

 １　設置の理由
 
　　本市における不登校児童生徒は年々増加しており、令和５年度の不登校児童生徒

 　の出現率は、小・中学校ともに国や県の平均を上回っている。
　　本市では、これまで、教育支援センター「すくうる・みらい」の運営や家庭での
　ＩＣＴ等を活用した学習支援、引きこもりがちな子どもの話し相手となる「フレッ
　シュフレンド」の派遣など、不登校児童生徒一人ひとりの状況に応じたきめ細かな

 　支援に努めてきた。
　　学びの多様化学校は、これまでの支援に加え、柔軟な教育課程を編成し、子ども
　一人ひとりが自らのペースや心身の状況に応じて学ぶことができる新たな学校であ

、 、　り 子どもたちの多様な学びの場の選択肢として設置は急務であるとの考えのもと
 　令和９年４月に開校することとした。

 
 

 ２　本市における不登校児童生徒の状況
 

   ＜本市不登校児童生徒数の推移＞　　　　　　　　　　　　　　 　　　　  （人）
  
 区　分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 
  
 小学校 109 157 200 294 296 
  
 中学校 319 389 428 489 516 
  
 計 428 546 628 783 812 

 
    令和６年度

    不登校児童生徒812人の状況
 ( 7.3.31)             R

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 　＜不登校児童生徒の出現率＞
 

 小学校     
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

市 0.81％ 1.18％ 1.53％ 2.31％ 2.38％

     -    県 0.69％ 0.94％ 1.26％ 1.75％

     -    国 1.00％ 1.30％ 1.70％ 2.14％

 　　 中学校 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

市 4.72％ 5.75％ 6.38％ 7.45％ 7.99％

-県 3.52％ 4.42％ 5.05％ 6.24％

-国 4.09％ 5.00％ 5.98％ 6.71％
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 ３　本市における不登校児童生徒支援の状況
 

 　＜校内外の関係機関等との連携が図られていない児童生徒＞　　　（人）
 

   不登校 連携が図られて うち、教師との
児童生徒数 いない児童生徒数 関わりがある

小学校  296 169 136 
 
Ｒ６ 中学校  516 298 242 

合　計  812 467 378

小学校  294 143 121 
 
Ｒ５ 中学校  489 280 236 

合　計  783 423 357

小学校  200  56 － 
 
Ｒ４ 中学校  428 226 － 

 
合　計  628 282 －

 
　
【児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査（国調査 】　　　　 ）

 
 

 　＜「すくうる・みらい」入級状況＞
 

不登校児童生徒数
在籍児童生徒数（人）

（ ）に占める割合 ％小学生 中学生 合計

Ｒ６ 21 46 67 8.3

Ｒ５ 24 39 63 8.0

Ｒ４ 17 35 52 8.3

 
【 すくうる・みらい」からの報告（Ｒ７.３.３１現在 】　「 ）

　 　  
 　　　＊Ｒ７.９.１６現在、小学生８人、中学生２７人、計３５人が入級している

 
 　＜「フレッシュフレンド」活用状況＞

 対象児童生徒（人）
派遣回数（回）

小学生 中学生 合計

Ｒ６ ８ ６ 14 168

Ｒ５ 10 ９ 19 187

Ｒ４ 11 12 23 143

 
【フレッシュフレンド実績報告（Ｒ７.３.３１現在 】　）

　　　 
 　　　＊Ｒ７.９.１６現在､小学生５人､中学生２人､計７人が活用している

 (派遣回数４６回) 
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 ４　全国の設置状況
 　　

　　　国は、第４期教育振興基本計画（Ｒ５.６月）において、令和９年度までに全

　　都道府県・政令指定都市に１校以上、将来的に全国で300校の設置を目指すこと

 　　を示している。

 

 　＜全国の設置状況＞

  Ｒ７ ５８校（小８校、中34校、小中５校、高11校)うち公立37校、私立21校

  Ｒ６ ３５校（小５校、中22校、小中２校、高６校)うち公立21校、私立14校

Ｒ５ ２４校（小３校、中16校、小中２校、高３校)うち公立21校、私立3校

 　　 ＊東北は６校設置 
 　　　 ・宮城県富谷市（富谷市立富谷中学校西成田教室）Ｒ４～ 

 　　　 ・宮城県白石市（白石市立白石南小・中学校）Ｒ５～ 
 　　　 ・宮城県仙台市（ろりぽっぷ学園小学校）Ｒ５～ 

 　　　 ・山形県上山市（上山市立西郷小・中学校）Ｒ７～

 　　　 ・福島県棚倉町（棚倉町立棚倉中学校）Ｒ７～

 　　　 ・秋田県大仙市（秋田修英高等学校全日制課程ステップアップコース）Ｒ７～ 
 　　　　　　　　　　　　　　　【文部科学省「学びの多様化学校の設置者一覧」より】

 

 　＜先行都市の在籍児童生徒数＞

宮城県富谷市立富谷中学校西成田教室 分教室型 　　　　　中１２人  

   宮城県白石市立白石南小・中学校 学校型 小１０人、中２８人

山形県上山市立西郷小・中学校 学校型 小　３人、中　８人  

福島県棚倉町立棚倉中学校 分教室型 　　　　　中　６人  

   東京都八王子市立高尾山学園 学校型 小１６人、中９１人

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和７年９月１１日現在）

- 8 -



 資料（１）②

 

 学びの多様化学校について
 

 １　スクールビジョン

自分らしく学ぶ

 　＜実現するための３つのポイント＞

 　　・一人ひとりが安心できる居心地のよい学校

 　　・人とのふれあいや様々な経験が、笑顔や自信、希望につながる学校

 　　・自分のペースで学びを進め、達成感を味わうことができる学校

 

 ２　学校規模について

 　　・小・中併設校（小学校３学級、中学校３学級、計６学級）

 　　・小学校は複式学級（２・３年、４・５年、６年）

 　　　＊異学年交流による社会性の形成をねらいとする。

 　　　＊小１は不登校と断定せず、在籍校での適応支援を優先する。

 　　・全児童生徒数６０人程度

 　　　＊個に寄り添った支援を可能にするため、各学級１０人程度を想定している。

 　　・区域外就学制度の活用、市外からの児童生徒の受入れ

 

 ３　職員の構成について

 　　・県費負担教職員１６人

 　　　校長１、教頭２、養護教諭１、中学校教員８、小学校教員３、事務職員１

 　　・市会計年度任用職員１２人

 　　　多様な学びのコーディネーター１(＊) 校務員２ 学校司書１ 給食支援員１、 、 、 、

 　　　学級生活支援サポーター４、配膳パート２、スクールカウンセラー１

 (＊)多様な学びのコーディネーターについて 
  　転入学希望の児童生徒や保護者と面談を行い、最適な支援計画を検討す

  るとともに 「すくうる・みらい 「在籍校 「学びの多様化学校 「秋田市、 」 」 」

教育委員会」と連携しながら、今後のスケジュールを調整する。 

 

 ４　校舎について

 　　・普通教室６

 　　・特別教室７（理科室、音楽室、美術室、家庭科室、技術室、図書室、相談室）

 　　・その他１０（職員室、校長室、保健室、放送室、校務員室、多目的ホール３、

 　　　　　　　　　体育館、グラウンド）　＊プールは民間施設を利用
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秋田市立○○○○○○」 スクールビジョン

『自分らしく学ぶ』

笑顔 達成感

○一人ひとりが安心できる
居心地のよい学校

○自分のペースで学びを進め、
達成感を味わうことができる学校

○人とのふれあいや様々な経験が、
笑顔や自信、希望につながる学校

(1)一人ひとりに寄り添った支援
・小・中併設校（小３学級、中３学級）
・各学級１０人程度の少人数指導
・教職員、支援員、スクールカウンセラーによ
るきめ細かな支援

(2)豊かな教育環境
・緑に囲まれた自然豊かな環境
・授業に気持ちが向かないときは、△△ルーム
や多目的ホール、図書室等を活用
・心の専門家（ＳＣ）が日常的に関わり、カウ
ンセリングやソーシャルスキルトレーニング
を受けることができる

(1)ゆとりのある教育課程の編成
・授業総時数を２０％程度削減
（小７６０時間、中７７０時間程度）
・登校時間９：３０、下校時間１５：３０頃
・登校日、登校時間の選択が可能
(2)一人ひとりのペースや関心を大切にした

個別最適な学びの実現
・学習の遅れやつまずきのための学び直しの時
間「エンパワータイム」の設定
・興味や関心から自由に学習を進めることがで
きる「ゆめ・ＡＫＩタイム」の設置

(1)仲間と協力することの素晴らしさや
感動を味わうことができる協働的な学び

・異学年との交流や学び合い
・全校器楽合奏による発表会
・全校制作（例：モザイクアート、○○づくり）
(2)地域の特色を生かした体験活動
・人材や環境を生かした農業体験
・植物栽培やビオトープの創作による自然体験
・○○○との交流や○○○○○○など地域行事
への参加

安心

○保護者へのサポート

(1)安心の支援体制
・教員やＳＣによる面談
・定期的な懇談会の実施
(2)ＳＣによる講座の開設
・子どもの理解や関わり方に関する講座等を実施

○新設の教科「ゆめ・あきた みらい学」の時間 ゆめ・ＡＫＩタイム

・「ゆめ・あきた みらい学」とは ･･･秋田の豊富な教育資源（自然、文化、人）を
活かした探究的な学び。地域とつながり、多
くの大人や仲間と関わりながら、自分の夢と
将来をつなぐ学校独自の教科。
特色ある新カリキュラム「ゆめ・あきた みらい学」

に取り組む ゆめ・ＡＫＩタイム

資料（１）③

○農業体験（米づくり）
○伝統行事への参加体験
○自然体験学習 ○植物栽培
○地元食材調理体験 ○地域人材交流
○伝統工芸品づくり etc.

資料（２）①
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校舎等 ・
・
・
・

廃校舎利用（平成３年度建築）
学びの多様化学校として令和７年度開校
校歌、校章なし。
備品の整備は、教育基金を活用している。

・
・
・

廃校舎利用（昭和５０年度建築）
学びの多様化学校として平成１６年度開校
校歌、校章あり。

特色ある
教育

・

・

・

基本的に子どもの意思を尊重する。否定しない。
無理強いしない。
「きらりタイム」を新設し、学び直しの時間として週４
時間実施している。
総合的な学習の時間を「夢チャレンジ」と位置づけて週
３時間に拡充し、自分で設定したテーマについての探求
的な学習を進めている。

・

・

・

基本的には子どもの意思を尊重するが、いくつかのルー
ルがある。
１５分で取り組む「高尾タイム」を週４回設置し、言語
活動の充実を図っている。
総合的な学習の時間を「講座学習」と位置づけて週４時
間に拡充し、興味・関心に応じた体験的な学習を進めて
いる。

教育支援
センター
との連携

・

・

教育支援センター「すこやか教室」を校内に設置してい
る。（市内唯一の教育支援センター）
「すこやか教室」は、通級する子どもの在籍校への復帰
を目指すことを目的として設置している。

・

・

教育支援センター「やまゆり教室」を校内に設置してい
る。（この他、市内に２つの教育支援センターを設置）
「やまゆり教室」は、高尾山学園への転入の準備を進め
ることを目的とする特別な教育支援センターとして設置
している。

その他 ・
・
上山市民であることが入学の条件となる。
評価については、校内で評価規準を作成している。
通知表には所見のみ記載し、評定は内部資料としてい
る。

・

・

市外からの転入希望者については、他の八王子市立学校
への転入を進める。
評価については、都の評価規準を基本とし、中２の後学
期から通知表に評定を記載している。

視察報告

資料（１）④

山形県上山市立西郷小・中学校（上山きらり学園）　 東京都八王子市立高尾山学園
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 資料（２）②

 

 ニーズ調査について

 

 １　目的

 　・学びの多様化学校に対する期待と希望を把握する

 

 

 ２　対象

 　○不登校、不登校傾向にある児童生徒（小４以上）および保護者

 　　・すくうる・みらい、スペース・イオに通級する児童生徒およびその保護者

 　　・フレッシュフレンドの支援を受けている児童生徒およびその保護者

 　　・校内教育支援センターを利用している児童生徒およびその保護者

 　　・その他、学校が不登校、不登校傾向にあると判断する児童生徒およびその保護者

 

 　○学校関係者

　　・市立小・中学校に勤務する管理職および不登校対応コーディネーター担当教員、

 　　　教育相談担当教員、生徒指導主事　等

 

 

 ３　実施時期

 　　・令和７年１１月

 

 

 ４　実施方法

 　　（案１）フォームズ

 　　（案２）調査用紙

 

 

 ＜参考＞他都市の状況

 　・東北４自治体と全国６自治体への聞き取り（R7.5.23）

   ・ニーズ調査　あり２　なし８

 

 　　例：宮崎県宮崎市　小学４年から中学３年までの児童生徒および

 　　　　　　　　　　　その保護者を対象に実施（設問は２問）

 　　　　香川県三豊市　夜間学校の併設であることもあり、福祉関係者や国際関係

 　　　　　　　　　　　企業を対象に実施
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保護者用 児童生徒用 教育関係者用
１　趣旨説明 １　はじめに １　調査の目的
　令和９年度に本市で設置を予定している「学びの多様化学校」
について、特色ある教育づくりに生かすため、保護者の皆さまの
ご意見を伺います。
　子ども一人ひとりが安心して学び、自分らしさを伸ばすことがで
きる学校づくりの参考といたしますので、ご協力をお願いいたしま
す。

　令和９年度に開校を予定している「学びの多様化学校」は、子
ども一人ひとりが安心して学べる学校を目指しています。
みなさんの思いや考えを、ぜひ教えてください。答えに正しい・ま
ちがいはありません。

　本市では、令和９年度に「学びの多様化学校」を設置する予定
です。
子ども一人ひとりの実態に応じた学びを保障するため、学校現場
や関係機関の皆さまのご意見を伺い、特色ある教育づくりに生か
したいと考えております。

２　基本情報 ２　あなたについて ２　基本情報
お子さまの学年を教えてください。 学年をおしえてください。 ご所属について
□小学校低学年 □小学３年　　□小学４年　　□小学５年　　□小学６年 □ 小学校　　　　□中学校　　　　　□特別支援学校
□小学校高学年 □中学１年　　□中学２年　　□中学３年 □教育支援センター　　□ＮＰＯ／地域団体

□その他（　　　　　）
□中学校

お子さまの現在の状況を教えてください。 学校にはどのくらいかよっていますか。 職務・立場について
□通常登校 □ ほとんど毎日行っている □ 校長　　　□教頭　　　□担任　　　□養護教諭
□不登校傾向 □ ときどき休むことがある □スクールカウンセラー　　　□支援員　　　□その他（　　　　　）
□不登校 □ あまり行けていない
□その他（　　　） □ ほとんど行っていない

３　不登校・学びに関する現状認識
在籍校・団体での不登校や登校しぶりの児童生徒の状況につ
いて、どのように感じていますか。
（　自由記述　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

現在の学校体制で対応が難しいと感じる点はどこですか。
（複数回答可）
□ 少人数・個別対応の不足
□ 教職員の人員不足
□ ICT活用の不足
□ 保護者支援の不足
□ 専門職との連携不足
□ その他（　　　　　）

３　学びに関するニーズについて ３　「学びの多様化学校」について ４　学びの多様化学校への期待
お子さまに合う学び方について、あてはまるものを選んでくだ
さい（複数回答可）

あなたが「勉強しやすい」と思うのはどんなやり方ですか。
（いくつでも）

学びの多様化学校に必要と考える教育の特色はどれですか。
（複数回答可）

□ 少人数での学習 □ 少ない人数で □ 少人数学級・個別最適化学習
□ 個別の学習支援 □ 一人ひとりに合わせてもらう □ 柔軟な教育課程（教科選択、学習ペースの調整）
□ ICTを活用した学習 □ パソコンやタブレットを使う □ 体験・探究的な学習
□ ゆっくりしたペースでの学び □ 自分のペースでゆっくり □ ICTやオンラインを活用した学習
□ 興味・関心を重視した探究的な学び □ 興味のあることを調べる □ 地域との協働（ボランティア・職場体験等）
□ その他（　　　　　　　　　　　） □ その他（　　　　　　　　） □ その他（　　　　　）
学校に期待する学びの工夫があればご記入ください。
（　　　自由記述　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

学校で「こういう勉強ができたらいいな」と思うことがあれば書い
てください。
　（　　自由記述　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４　学校生活・支援に関するニーズ ４　学校生活について

学校生活で不安に感じることを教えてください（複数回答可）
学校生活で心配なことや気になることはなんですか。
（いくつでも）

□ 登校への不安 □ 友だちのこと
□ 友人関係 □ 先生とのこと
□ 学習の遅れ □ 勉強のこと
□ 生活リズム □ 生活のリズム（ねる・おきる）
□ 健康面 □ 健康や体のこと
□ その他（　　　　　　　） □ その他（　　　　　　　　）

学校に配置してほしい専門スタッフはどれですか（複数回答可） 学校に「こんな先生やスタッフがいたら安心だ」と思う人はだれで
すか。（いくつでも）

学校生活面で重視すべきことは何だと思いますか。

□ 学習支援員 □ 勉強を助けくれる人 □ 安心できる居場所づくり
□ スクールカウンセラー・心理師 □ 話を聞いてくれる人（カウンセラーなど） □ カウンセリング・心理支援の充実
□ 医療・福祉関係者 □ 健康や体のことを見てくれる人 □ 保健・医療との連携
□ その他（　　　） □ その他（　　　　　　　　） □ 保護者相談支援

□ その他（　　　　　）

５　学校の特色に関する希望 ５　学校の特色に関する希望 ５　支援体制・人材に関するご意見
重視してほしい活動を選んでください（複数回答可） あなたが「やってみたい」と思う活動はなんですか。（いくつでも） 学びの多様化学校に必要と考える専門スタッフはどれですか。

（複数回答可）
□ 体験学習 □ 体験学習（ものづくり、農業、地域の体験など） □ 学習支援員
□ 地域との交流 □ 芸術や文化（音楽、図工・美術、演劇など） □ スクールカウンセラー・心理士
□ 芸術・文化活動 □ スポーツ活動 □ ソーシャルワーカー

□ スポーツ活動 □ 地域の人とかかわる活動 □ 医療・福祉関係者

□ その他（　　　　　　　） □ その他（　　　　　　　　） □ その他（　　　）

学校にあったらよいと思う施設・取組をご記入ください。
既存の学校や関係機関との連携の在り方について、ご意見をお
聞かせください。

（　　自由記述　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） （　　自由記述　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

６　進路や将来像について ６　進路や将来像について
中学校卒業後に希望する進路について、関心のあるものをお選
びください（複数回答可）

将来やってみたいことや、かなえたい夢があれば書いてくださ
い。

□ 高等学校（全日制） （　　自由記述　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□ 高等学校（通信制・単位制）
□ 専修学校
□ 就労準備
□ その他（　　　　　　　）
将来に向けて学校に期待することがあればお聞かせください。
（　　自由記述　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

７　その他 ７　その他 ６　その他
「学びの多様化学校」に対してご意見・ご要望があれば自由にお
書きください。

学校に「こうしてほしい」と思うことがあれば書いてください。 「学びの多様化学校」に期待すること、懸念することなど、自由に
ご記入ください。

（　　自由記述　　　　　　　　　　　　　　　） （　　自由記述　　　　　　　　　　　　　） （　　自由記述　　　　　　　　　　　　　　　　）

学びの多様化学校の設置に向けたニーズ調査について（案）
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地域の特
徴を生か
した教育
活動の例

利用可能
な教室等

普通教室

特別教室

多目的ホール

その他

校舎の
基本情報

校舎面積 4,455 ㎡ 2,097 ㎡ 3,563 ㎡

理、音、美、家、技、図

３

４

１１

２０台

１５

０

１

780 ㎡

50年経過（目標60年）

23,192千円

学校 土崎小学校 太平小学校

校舎

校舎建築年度 S４３ S５０

校舎
校地の
状況

406,860千円開校に係る施設改修費 52,676千円

資料（２）③

下北手小学校

S５６

浸水想定区域

2,940㎡

戸島小学校

S５４

31,450千円

46年経過（目標80年）

学びの多様化学校の設置場所について

秋田駅からの距離 9.7km 7.5km 3.7km

水害リスク 津波被害警戒区域 浸水想定区域 土砂災害警戒区域（校舎一部）

経過年数 44年経過（目標60年）57年経過（目標80年）

駐車可能台数 ２７台

7,523 ㎡

校地面積（運動場） 4,209 ㎡

理、音、美、家、技、図理、音、美、家、技、図

1

6
〇農業体験（米づくり）
〇伝統行事への参加体験
〇自然体験学習
○植物栽培
○地元食材調理体験
○地域人材交流
〇伝統工芸品づくり

9,969 ㎡

6,493 ㎡

9,250 ㎡

11,100 ㎡

５

６

２

8

理、音、美、家、技、図

13.0km

２０台

下北手小学校

876㎡

12,218㎡

14,172㎡

指定避難所 琴平第二街区公園（１２ｍ） 太平小学校

957 ㎡屋内運動場面積 518 ㎡

校地面積（校舎）

３０台

戸島小学校
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Ｒ７ ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

・学校コンセプト
・教育課程作成
・設置検討委員会
・ニーズ調査
・視察
・プレスリリース
・文部科学省に申請

　

Ｒ８ ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 Ｒ９.４月

・設置準備委員会
・視察
・県教委に申請
・保護者説明会
・プレオープンスクール
・転入学説明会
・転入学受付
・新年度準備

開校

秋田市学びの多様化学校　開校までのロードマップ

視
察
（上
山
市
・
八
王
子
市
）

第
１
回
設
置
検
討
委
員
会

ニ
ー
ズ
調
査
実
施

ニ
ー
ズ
調
査
ま
と
め

第
２
回
設
置
検
討
委
員
会

文
部
科
学
省
に
開
設
申
請

視
察
（（
鎌
倉
市･

さ
い
た
ま
市
）

第
１
回
設
置
準
備
委
員
会

校
長
会
で
説
明

保
護
者
説
明
会

プ
レ
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

転
入
学
説
明
会

転
入
学
受
付
開
始

教
職
員
研
修
会

第
２
回
設
置
準
備
委
員
会

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

教
育
課
程
完
成

県
教
育
委
員
会
に
学
校
設
置
届
提
出
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定 例 会 資 料 ： 報 告 ( 3 ) 

令 和 ７ 年 １ ０ 月 ２ ３ 日 

学 校 適 正 配 置 推 進 室 

 

学校適正配置に関する地域協議の開催状況等について 

 

秋田市小・中学校適正配置基本方針に基づき、地域ブロック協議会において、学校

統合の方向性（学校の組合せ）が決定した地域については、学校統合検討委員会で統

合の可否を検討している。 

また、検討委員会において、学校統合の合意が得られたところについては、学校統

合準備委員会で、統合の実施に向けた具体的な準備作業を行っている。 

 

１ 学校統合検討委員会の開催状況等 

(1) 第７回土崎中、将軍野中学校統合検討委員会【９月２６日(金)開催】 

ア 主な意見等 

・土崎中ＰＴＡでは、統合はまだ先であると考えており、今後も生徒数の推移

を見ていきたい。 

・将軍野中ＰＴＡでは、２校の生徒数の推計に大きな変化はなく、適正規模と

なるのは令和１７年度の見込みであるため、引き続き、生徒数の推移を見守

る必要があると考えている。 

・土崎小と土崎南小の統合により、土崎中と将軍野中への進学状況がこれまで

と大きく変わる可能性があると考えており、子どもたちの動向を注視してい

きたい。 

イ 今回の委員会での確認事項 

・本検討委員会は、引き続き、生徒数の推移や土崎小と土崎南小の統合後の状

況を見ながら、必要に応じて、年１回程度の検討を継続する。 

・ただし、生徒数の減少が急激に進むなど、状況に変化があった場合は、状況

に応じて検討委員会を開催するなどの対応を行っていく。 

 

２ 学校統合準備委員会の開催状況等 

(1) 第６回河辺小、戸島小学校統合準備委員会【１０月１５日(水)開催】 

（令和８年度統合予定） 

ア 今回の委員会での確認事項 

・閉校記念事業の実施については、実行委員会が主体となり、学校および教育

委員会と連携しながら、準備を進める。 

・統合に伴う体育着等の指定物品については、体育着等の具体的な支給方法等

を確認し、引き続き、支給に向けて調整する。 

・スクールバスの運行については、対象児童の保護者へ説明し、意見や要望を

踏まえ、乗降場所や時間などを確定する。 
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(2) 第４回築山小、中通小学校統合準備委員会【１０月２２日(水)開催】 

（令和１２年度統合予定） 

ア 今回の委員会での確認事項 

   ・２校の児童や保護者、地域住民等への公募結果を踏まえ、準備委員会におい

て統合後の校名候補を決定した。 

・今後、準備委員会が決定した校名候補をもとに、教育委員会内の選定委員会

を開催するなど必要な手続きを進める。 

 

３ 今後のスケジュール 

(1) 地域ブロック協議会 

開催日 地域ブロック協議会 地域 

11月12日(水) 第９回河辺地域ブロック協議会 河辺 

12月以降 第７回南部地域ブロック協議会 南部 

(2) 学校統合検討委員会 

開催日 学校統合検討委員会 地域 

11月７日(金) 第９回浜田小、豊岩小、下浜小学校統合検討委員会 西部 

11月14日(金) 第７回秋田北中、飯島中学校統合検討委員会 北部 

12月以降 第４回八橋小、寺内小学校統合検討委員会 中央 

(3) 学校統合準備委員会 

開催日 学校統合準備委員会 地域 

12月以降 

第５回築山小、中通小学校統合準備委員会 中央 

第５回飯島小、下新城小学校統合準備委員会 
北部 

第11回土崎小、土崎南小学校統合準備委員会 

第７回河辺小、戸島小学校統合準備委員会 河辺 

※(1)～(3)の地域協議については、進捗状況により、順次、開催する。 

(4) 記念式典 

開催日 名称 会場 

令和７年11月１日(土) 秋田市立戸島小学校閉校記念式典 戸島小体育館 

令和８年２月21日(土) 
秋田市立土崎小学校、土崎南小学校統

合記念式典 

あきた芸術劇場 

ミルハス 
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